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かわさきチャレンジ・3Rニュース

3R ⇒ Reduce　リデュース　ごみを出さない／Reuse　リユース　くり返し使う／Recycle　リサイクル　分別して再生利用

川崎市環境局ごみ・リサイクルに関するホームページ
http://www.city.kawasaki.jp/30/30genryo/home/menu.htm

「川崎市一般廃棄物処理基本計画」に基づく市の取組や、ごみ減量・リサイクル等に役立つ情報を紹介します。

キレイクン
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● 問い合わせ：環境局地球環境推進室　電話 ０４４（２００）３８７１

＜古着類の拠点回収事業＞　ご家庭で不要になった古着を再利用するため、古着類の発生量が多い衣替え
の時期に合わせて、６月と11月に市内５つの生活環境事業所に加え、２つの区役所、２つの支所で拠点回収
を実施し、約73トンの古着類を回収しました。
＜廃蛍光管の拠点回収事業＞　ご家庭から排出される廃蛍光管を水銀、アルミなどにリサイクルするた
め、年末年始に市内５つの生活環境事業所に加え、６つの区役所、２つの支所で拠点回収を行い、5,894本
の廃蛍光管を回収しました。

川崎市では来年度も拠点回収を実施する予定です。実施時期については３Ｒニュースや市政だより、チラ
シなどでお知らせしますので、ぜひご協力をお願いします。

川崎市では、地球温暖化防止活動の推進拠点として、平成 23 年 1 月 14 日より、高津市民館（高津区溝口 1
－ 4 － 1 ノクティ 2 11 階）内に「CC（カーボンチャレンジ）かわさき交流コーナー」を開設し、日常的な
地球温暖化防止に関する相談窓口のほか、普及啓発、情報提供・発信を通じて、市民・事業者の方々が地球温暖
化について考え、行動するきっかけ作りを行っています。
また、交流コーナーには、環境配慮キャンペーン「ＣＣかわさき “エコ暮らし”」の一環として、※ミックスペーパーと

プラスチック製容器包装の分別ボードを常設し、平成23年３月から始まる分別排出へのご協力を呼びかけていきます。

「CC かわさき “エコ暮らし”」とは
持続可能な社会に向けて、一人ひとりが身近なことから環境に配慮し

た行動を実践していくことが必要です。
そこで、川崎市では「CCかわさき “エコ暮らし ”」をキャッチフレー

ズに、３つの柱を基本にした環境配慮行動を
市民の皆さんに呼びかけるキャンペーンを開
始しました。

「CCかわさき“エコ暮らし”」３つの柱
Ⅰ低炭素チャレンジ行動
（省エネ、移動時の配慮など）

Ⅱ資源循環チャレンジ行動
（ミックスペーパーとプラスチック製容器包装の分別など）

Ⅲ自然共生チャレンジ行動
（市民100万本植樹への参加など）

古着類と廃蛍光管を拠点回収しました。〜ご協力ありがとうございました〜

－環境配慮キャンペーン「ＣＣかわさき“エコ暮らし”」推進中－

高津市民館に「CCかわさき交流コーナー」を開設！

←相談窓口
↓映像コーナー

ミックスペーパーとプラスチック製容器包装の分別ボード（交流コーナー内） CC かわさき交流コーナー

※ミックスペーパーとプラスチック製容器包装の分別については、
　2、3ページにて詳しくお知らせします。


